
用紙ガイド
次の用紙およびその他の専用紙のサイズがサポートされています。 カスタム用紙サイズは、ユニバーサル用紙の最大サイ
ズ以下で設定します。

サポートされる用紙サイズ

測定値は片面印刷にのみ適用されます。 両面印刷の最小サイズは 139.7 x 210 mm    です。

用紙サイズ サイズ 標準 550 枚
カセット（カセ
ット 1）

オプション
550 枚カセッ
ト

オプション
2,000 枚カセッ
ト

多目的カセ
ット

オプション
550 枚特殊
用紙カセット

A4 210 x 297 mm（8.27 x 11.7 イン
チ）

A5 148 x 210 mm（5.83 x 8.27 イン
チ）

X

A6 105 x 148 mm（4.13 x 5.83 イン
チ）

X X X

JIS B5 182 x 257 mm（7.17 x 10.1  イ
ンチ）

X

レター 215.9 x 279.4 mm（8.5 x 11  イ
ンチ）

リーガル 215.9 x 355.6 mm（8.5 x 14  イ
ンチ）

エグゼクティブ 184.2 x 266.7 mm（7.25 x 10.5 
インチ）

X

Oficio（メキシコ） 215.9 x 340.4 mm（8.5 x 13.4 
インチ）

X

フォリオ 215.9 x 330.2 mm   X

ステートメント 139.7 x 215.9 mm（5.5 x 8.5  イ
ンチ）

X X X

*用紙のサイズがソフトウェアアプリケーションで指定されていない限り、封筒を 215.9 x 355.6 mm    に書式設定します。

**機種が C734 のプリンタでのみサポートされます。

***機種が C736 のプリンタでのみサポートされます。
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用紙サイズ サイズ 標準 550 枚
カセット（カセ
ット 1）

オプション
550 枚カセッ
ト

オプション
2,000 枚カセッ
ト

多目的カセ
ット

オプション
550 枚特殊
用紙カセット

ユニバーサル

メモ： 標準用紙のサ
イズに近いユニバ
ーサルサイズをサ
ポートするには、サ
イズ検知をオフにし
ます。

148 x 210 mm ～
215.9 x 355.6 mm（5.83 x 8.27 
インチ～ 8.5 x 14  インチ）

X

76.2 x 127 mm（3 x 5  インチ）
～ 215.9 x 355.6 mm （8.5 x 14 
インチ）

X X X

76.2 x 127 mm    ～
215.9 x 914.4 mm （8.5 x 36 イ
ンチ）**

X X X X

76.2 x 127 mm   ～
215.9 x 1219.2 mm （8.5 x 48 
インチ）***

X X X X

7 3/4 封筒
（Monarch）

98.4 x 190.5 mm（3.875 x 7.5 
インチ）

X X X

9 封筒 98.4 x 226.1 mm
（3.875 x 8.9 インチ）

X X X

Com 10 封筒 104.8 x 241.3 mm（4.12 x 9.5 
インチ）

X X X

DL  封筒 110 x 220 mm（4.33 x 8.66  イ
ンチ）

X X X

C5  封筒 162 x 229 mm（6.38 x 9.01  イ
ンチ）

X X X

B5  封筒 176 x 250 mm（6.93 x 9.84  イ
ンチ）

X X X

その他の封筒* 85.7 x 165 mm ～
215.9 x 355.6 mm      

X X X

*用紙のサイズがソフトウェアアプリケーションで指定されていない限り、封筒を 215.9 x 355.6 mm    に書式設定します。

**機種が C734 のプリンタでのみサポートされます。

***機種が C736 のプリンタでのみサポートされます。

用紙の保管

紙づまりを防いで印刷品質を安定させるため、用紙の保管に関する以下のガイドラインに従ってください。

• 最良の印刷結果を得るため、温度 21℃（70°F）、相対湿度 40% の場所に用紙を保管してください。 ほとんどのラベル
メーカーは、温度が 18 ～ 24℃（65 ～ 75°F）で、相対湿度が 40 ～ 60% で印刷することを推奨しています。

• 可能な場合は、用紙をダンボール箱に入れ、台の上か棚において床より高い場所で保管してください。

• 梱包された用紙を平らな場所に保管してください。

• 梱包された用紙の上には何も置かないでください。
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紙詰りを防ぐ

以下の手順に従うことで紙詰りを防ぐことができます。

• 推奨用紙または専用紙のみを使用する。

詳細については、Lexmark のホームページ（www.lexmark.com/publications）から入手可能な『Card Stock & Label
Guide』（英語版のみ）を参照してください。

• セットする用紙の量が多すぎないようにする。 重ねた用紙の高さが、設定されている高さ制限を超えないようにする。

• しわ、折り目のある用紙、湿っている用紙、曲がっている用紙をセットしない。

• ほぐしたり、パラパラめくったり、端を揃えたりしてから用紙をセットする。

• 手で切った用紙は使用しない。

• 用紙の大きさ、重さ、種類が異なる用紙を 1 つのカセットにセットしない。

• 適切な環境で用紙を保存する。

• 印刷中はカセットを取り外さない。 トレイに用紙をセットするように指示するメッセージまたは［レディ］が表示されてからトレ
イを取り外す。

• 印刷中は多目的カセットに用紙をセットしない。 印刷する前にカセットをセットするか、［<x> に多目的カセットをセット］と

表示されるまで待つ。

• 用紙をセットしたらすべてのカセットをしっかりと押し込む。

• カセットのガイドが正しい位置にあることを確認する。

• プリンタの操作パネルのメニューで、すべての用紙の大きさと種類が正しく設定されていることを確認する。

• プリンタのケーブルが正しく接続されていることを確認する。 詳細については設定に関する説明書類を参照してください。
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